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  (株)日本総合研究所 原油市場展望 2026年３月

◆現状：100ドルを上回る水準に一時急騰

２月のＷＴＩ原油先物価格は、60ドル台で一

進一退。ロシア・ウクライナ・米国による和平協議や

イラン・米国による核開発に関する外交交渉が難航

し、供給懸念が強まったことが価格を押し上げ。一

方、米政権が違憲判決を受けた相互関税に代わる

新たな関税を発表し、世界的な石油需要の減少が

意識されたほか、OPECプラスが４月から増産を再

開するとの観測が強まったことが価格を下押し。

３月入り後は、100ドルを上回る水準に一時急

騰。２月末に米国・イスラエルによる攻撃を受けたイ

ランが石油輸送の要衝であるホルムズ海峡の封鎖を

発表したこと（事実上の封鎖）が価格上昇圧力に。

イランがサウジアラビアなどの周辺国の石油施設を攻

撃したことも原油価格を押し上げ。

◆投機筋のポジションは拡大

投機筋の買い越し幅は足元で大幅に拡大。ロシ

アやイランにおける地政学的リスクの高まりを警戒。

◆見通し：戦争長期化で100ドル台定着も

イラン戦争の３月中の終結を前提とする標準シナ

リオでは、原油価格は当面高止まりした後、４月以

降に下落に転じる見通し。

一方、戦争が長期化するリスクシナリオでは、価格

が120ドルへ上昇する可能性も。イランがホルムズ海

峡に海上機雷を敷設したり、周辺国の石油施設を

次々と攻撃するなど、中東産石油に関する供給制

約が一段と強まる場合を想定。

原油価格見通し：イラン戦争長期化なら、100ドル超え定着も
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時間軸 求められる取り組み

短期

＜輸入制約の長期化を想定した対応＞

✓石油備蓄等を取り崩して供給を維持しつつ、

　 代替調達等に向けた関係国との交渉

　 ⇒当面の石油・LNG不足を回避

中長期

＜今次危機が沈静化しても必要な対応＞

✓石油備蓄等の引き上げや、東・東南アジア

　 等との広域備蓄制度の整備

✓GX推進等による化石燃料依存からの脱却

　 ⇒化石燃料供給ショックへの耐性強化

◆イラン戦争で強まる石油の供給制約

２月28日、米国とイスラエルがイランを攻撃。報復

として、イランがイスラエルや米軍が駐留する周辺国

を攻撃するなど、中東情勢が緊迫化。多くの船舶が

石油輸送の要衝であるホルムズ海峡の航行を避け

ており、同海峡は「事実上の封鎖」状態に。

◆わが国景気に対する下押し圧力が増大

供給制約の強まりを受けて、原油価格が急騰。わ

が国では、原油価格の上昇は、ガソリンや軽油など

の石油製品価格に加えて、原油価格に連動する液

化天然ガス（ＬＮＧ）の輸入価格も上昇させ、ガ

ス・電気代にも波及。エネルギーコストの増大は、

様々な財・サービスの価格上昇にもつながる公算大。

価格面だけでなく数量面からも経済に対する下押

し圧力が高まる恐れ。わが国には石油備蓄・ＬＮＧ

在庫があるが、中東産石油・ＬＮＧの輸入が困難

な状況が続き、備蓄が枯渇すれば、経済への悪影

響は深刻化。その場合、わが国成長率が▲３％ポ

イント下振れる可能性も。

◆わが国に求められる対応策

わが国政府・企業は、中東からの石油・ＬＮＧ輸

入制約の長期化を想定して、代替調達などに向け

た対応を進める必要。長期的な観点では、国内の

石油備蓄の強化や周辺国も含めた広域備蓄制度

の整備、グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の

推進によって化石燃料依存を低減させて、供給

ショックへの耐性を高めることが重要に。

トピック：イラン戦争のわが国への影響と今後求められる対応
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わが国に求められる対応策

（資料）日本総研作成



イラン情勢、衝撃の吸収力を失う世界経済 西岡慎一 ３月９日

イラン情勢を踏まえ、今後の原油価格をどうみるか 栂野裕貴 ３月５日

米国・イラン軍事衝突による主要国への経済的影響― 資源価格上昇により日中欧合わせ
て最大140兆円の所得流出 ―

若林厚仁 ３月４日

欧州における防衛費拡大を補完する公的金融のあり方― ＤＳＲＢ（防衛・安全保障・レ
ジリエンス銀行）構想の成否に要注目 ―

中井勇良 ３月３日

米・イスラエルによるイラン攻撃のわが国への影響と今後求められる対応 栂野裕貴 ３月２日

米国の「雇用なき成長」の裏にＡＩの影― ホワイトカラー業種では既に雇用減少も ― 森田一至 ２月25日

新興国との自由貿易交渉を急ぐＥＵ― 発効の遅れは経済的な便益を先送りに ― 中井勇良 ２月25日

欧州で防衛費が拡大、供給制約が足かせに ― 追いつかない生産力と高まる米国依存 ―
中井勇良
立石宗一郎

２月13日

海外投資家による為替ヘッジ行動が円売り圧力に ― わが国の株価が１％上昇すると１兆
円の円売りが発生する可能性 ―

吉田剛士 ２月４日

公表済みのレポート（欧米経済関連）
詳細は、以下のリンクからPDF形式でご覧いただけます。
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